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高梁川支流・小田川（岡山県真備町）
の氾濫防止事業を半世紀も先送りした

国土交通省

2018年9月7日

嶋津暉之

（水源開発問題全国連絡会）



2（朝日新聞 2018年8月8日「犠牲５１人、８割超が１階部分で発見 真備町の豪雨被害」）

（写真）高梁川（奥）と末政川（下）に挟まれた一帯も冠水した
＝２０１８年７月７日午前、岡山県倉敷市、加藤諒撮影

高梁川支流・小田川とその支川（岡山県真備町）の氾濫



3（朝日新聞 2018年8月8日「犠牲５１人、８割超が１階部分で発見 真備町の豪雨被害」）

決壊箇所 ８カ所

小田川
２カ所
末政川（すえまさがわ）
３カ所
高馬川（たかまがわ）
２カ所
真谷川（まだにがわ）
１カ所
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小田川
決壊 ２カ所
越水 ４カ所

小田川の支川
決壊 ６カ所
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岡山県倉敷市真備町で亡くなった５１人のうち、８割以上

の４２人が住宅１階部分で遺体となって発見されていたこと

が、関係者への取材や朝日新聞の調査でわかった。４２人の

うち３６人が６５歳以上の高齢者。足が不自由だったり杖を

使ったりする人らが多かったといい、避難が困難だったため

に自宅で亡くなるケースが大部分を占めていたことが浮き彫

りとなった。

「犠牲５１人、８割超が１階部分で発見 真備町の豪雨被害」
（朝日新聞 2018年8月8日）
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（高梁川水系河川整備計画（平成22年10月））

（１９７２年７月洪水と１９７６年９月洪水の浸水区域図）

真備町の被災地は氾濫の常襲地帯
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（高梁川水系河川整備計画（平成22年10月））

真備町は宅地化がかなりのスピードで進行



8

西日本豪雨 水位高い本流、支流をせき止め「バックウオーター」
川の地形、氾濫招く
（毎日新聞 2018年7月11日）

小田川氾濫の要因①

バックウォーター現象

高梁川との合流点で
小田川の流れがせき
止められ、小田川の水
位が上昇した。
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倉敷の堤防決壊箇所は「脆弱」 高さ、幅とも国の整備目標満たさず
（山陽新聞 2018年8月10日 ）

小田川左岸の決壊地点6.4ｋｍ

小田川氾濫の要因②

脆弱な堤防が決壊
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小田川左岸の決壊地点3.5ｋｍ
（支川の高馬川も2箇所で決壊）

小田川氾濫の要因③
河道内の森林化を
放置
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小田川のバックウォーター現象をもたらした小田川の緩い勾配

（平成２６年度予算に係る河川事業の新規事業採択時評価）

小田川氾濫の要因 バックウォーター現象について
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（高梁川水系河川整備計画
（平成22年10月））

１９０７年頃の合流点付近の
河道
（小田川は旧・西高梁川の方
へ流れていたので、現状より
勾配があったと推測される。）

小田川と高梁川の合流点付近
は1世紀近く前に大改修工事
が行われて、現在の河道にな
った。
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（高梁川水系河川整備計画
（平成22年10月））

1925年（第一期改修後）の河道

小田川は旧・東高梁川の方へ
流れるようになった。

小田川の改修工事は、
1921年～1952年に実施。

小田川と高梁川の合流点付近
は1世紀近く前に大改修工事が
行われて、現在の河道になっ
た。
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小田川

高梁川

柳井原（やないばら）貯水池 広さ97.2ha、総貯水量228万㎥
1925年頃完成。水漏れがひどく、当時は漏水を防止する技術がなく、貯水池とし
て使用されなかった。高梁川上流部にある取水口から、3,676mにわたって内径
1.36mの導水管も埋設されたが、使われることはなかった。
（「建設コンサルタンツ協会誌」より）

現在の小田川と高梁川の合流点付近

柳井原
貯水池

旧・西高梁川上流
部の河道は柳井原
貯水池になり、それ
により、小田川は旧
・東高梁川を回って
流れるように付け替
えられた。貯水池を
つくるための付け替
えであったが、貯水
池が使われることは
なかった。
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小田川合流点を下流側に付け替える動き

高梁川総合開発事業（柳井原堰建設事業）

小田川合流点を下流側に付け替える動きが半世紀前

（1968年頃）からあったが、ダム事業（貯水池建設事業）と

一体の計画であったため、難航することになった。

柳井原堰を建設して柳井原貯水池をつくり直すことに対

して、旧船穂町（現・倉敷市船穂地区）が地元にメリットが

ないとして反対した。しかし、1995年に計画に同意した。
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高梁川総合開発事業 （柳井原堰建設事業）

① 高梁川の支川小田川を既存の柳井原貯水池を貫流するように
付け替え、 高梁川との合流位置を笠井堰の下流へ移し、治水
上の安全性の向上を図る。

②本川合流点付近に可動堰を建設し、柳井原貯水池を多目的に
活用することにより流水の正常な機能の維持及び水道用水の
供給を目的とする。

事業の規模 湛水面積 １００ha    貯水容量 約 ３４０万㎥
可動堰 堰長 １６５ｍ 堰高 ５．９ｍ 事業費 約６００億円
建設工期 平成９年度～平成２０年度
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小田川

高梁川

柳井原堰

高梁川総合開発事業 （柳井原堰建設事業）

締め切り

柳井原貯水池 湛水面積 １００ha 貯水容量 約３４０万㎥
目的：水道用水の供給等

小田川合流点
の付け替え
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小田川合流点を下流側に付け替える動き

高梁川総合開発事業
（柳井原堰建設事業）

（山陽新聞 2018年7月10日「小田川の洪水対策は
長年の懸案 国交省が秋にも付け替え着工」）
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高梁川総合開発事業は旧船穂町の同意が得られて、推進さ

れ、環境アセスも行われたが、利水団体の参画がなくなり、

岡山県が中止を要望。

２００２年１１月に中止決定。

「治水の必要性は高いものの、社会情勢の変化に伴う岡山県

全体の水需給計画の見直しにより、利水関係3団体が参画を

取り止めたため、多目的ダム建設事業としての継続が困難で

あるので、中止する。」

→ 小田川合流点の付け替えは先送りになった。

小田川合流点を下流側に付け替える動き
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（高梁川水系河川整備基本方針は平成19年8月策定）

河川整備計画の策定で小田川合流点の付け替えがようやく現実化



21

高梁川水系河川整備計画（平成22年10月）

小田川合流点の付け替え
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小田川合流点付け替え事
業は、平成２６（２０１４）年
度からの新規事業として
採択され、 ようやく予算化
された。

しかし、小田川合流点の
付け替えは計画が１９６８
年に浮上してから、半世
紀近く経っている。

（完成は2028年度の予定）
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（平成２６年度予算に係る河川事業の新規事業採択時評価）

小田川合流点付け替え事業

柳井原貯水池を小
田川の河道にして、
小田川の合流点を
下流側に移す。



24（平成２６年度予算に係る河川事業の新規事業採択時評価）

小田川合流点付け替え事業の効果
（付け替えで現合流点の水位が４．２ｍも低下する。）
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（山陽新聞2018年07月10日
「小田川の洪水対策は長年の懸案 国交省が秋にも付け替え着工」）

小田川合流点付け替え事業

20

今年秋から小田川合流点付け替えの工事が行われることに
なっていた。

しかし、付け替え工事がもっと早く行われていれば、合流点の
水位が４．２ｍも下がるので、今回の豪雨で、小田川がバック
ウォーター現象で氾濫しなかった可能性が高いと考えられる。

（完成は2028年度の予定）
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本豪雨で５１人もの死者を出した小田川氾濫の責任

小田川とその支川の周辺は氾濫の常襲地帯であり、

大洪水が来れば、壊滅的な被害を受けることが予見

され、且つ、氾濫回避の有効な対策（小田川付け替

え）があったにもかかわらず、その対策の実施を何十

年も先送りしてきた国土交通省の責任は重大である。
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中国地方整備局が2018年8月3日に発表

予備費で対応できる河道内の樹木伐採をなぜ、今まで実施しなか
ったのか？
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高梁川水系河川整備計画（平成22年10月）

小田川の河道内の樹木伐採は整備計画期間の後期に行われること
になっていた。河道内の森林化への対策があまりにも遅すぎる。



日羽観測所

29

高梁川水系のダム（本洪水との関係を検討すべきダム）

（ＩＷＪ 2018年7月23日「西日本豪雨取材報告10. 倉敷市真備町での小田川堤防決壊
は高梁川上流の複数のダムからの急激な放流が原因だったのではないか!? 」より）
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新成羽川ダム 田原ダム 黒鳥ダム 河本ダム

しんなりわがわ たばら くろどり こうもと

625㎢ 631㎢ 710㎢ 333㎢

12,750 762 128 1,735

8,050 574 96 1,110

洪水調節容量　万㎥ -- -- -- 500

利水容量　万㎥ 6,730 574 96 610

中国電力 中国電力 中国電力 岡山県

成羽川 成羽川 成羽川 西川

混合揚水式（上池） 揚水式（下池） 発電の逆調整池 --備考

事業者

河川

洪
水
時

高梁川水系のダムの諸データ

集水面積　㎢

総貯水容量　万㎥

有効貯水容量　万㎥
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河本ダムは洪水調節機能を喪失
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河本ダムは本豪雨で満水になり、洪水調節機能

を失ったが、その放流が小田川の氾濫に影響した

かどうかについては検討が必要である。

中国電力の新成羽川ダム等については現在、

データの入手に努めている段階にある。


